


















草野 元康 （同 光学医療診療部）
【症 例】 20歳,男性 【主 訴】 腹痛 【既往歴】 17
歳時,原発性硬化性胆管炎 【現病歴】 17歳時に原発性
硬化性胆管炎 (以下 PSC) と診断され他院にて経過観察
されていた.平成 22年 1月から時々腹痛が出現, 2月よ
り下痢を認めるようになった.その後も腹痛,下痢が改
善しないため 5月 9日当院受診, 38度台の発熱と炎症反
応および肝胆道系酵素の上昇があり精査加療目的に同日




































矢野間 透，福地 稔，鈴木 雅貴
山岸 純子，田部 雄一，深澤 孝晴
桐山 真典
（社会保険群馬中央総合病院 外科）





















た. 術後 1日目は 41℃まで発熱認め, 採血検査結果では
WBC2400, Plt9.4万, CRP25.58であった.術後 2日目も
39℃近い発熱を認め,血液培養検査施行し,術中の腹水
培養検査と同様の E.coliと Providencia sturartii検出し
た. 術後 3日目も発熱は続き, CMZ1g×2投与していた
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